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　4月4日の入学式の前後10日間にわたり、新入生の皆さん
が早く大学に慣れていただくために、オリエンテーション期
間が設けられています。この期間中には、先輩学生によるキ
ャンパスツアー、学生一人ひとりにメールアドレスを交付す
る情報リテラシーや各種の説明会が行われました。オリエン
テーション期間の最後として、応用バイオ科学科は4月9、10
日の2日間、千葉の九十九里の白子温泉にてFMCを開催しま
した。1日目の前半は全体会を行い、本学科の概要、各教員な
らびに先輩たちTAの紹介、翌日見学する水再生センターの
紹介、バイオ海外研修の実施報告を行いました。夕食の後、3
クラスに分かれてのクラス懇談会、その後先輩たちが新1年
生数名ずつを担当して、履修や学生生活の相談会を行いま
した。新入生は熱心に先輩たちと履修について相談していま
した。翌日は2グループに別れ、有明水再生センターと森ヶ崎
水再生センターで微生物を使った下水処理システムを見学
しました。気持ちよい海風を受けながらの昼食後、葛西臨海
水族館を自由見学し、無事帰路につきました。

　98名の新入生を迎えた応用バイオ科学科では、4月6日に新入生歓迎パーティーを開催
しました。当日は、総合実験研究センターに新たに着任された沼澤理子さんの歓迎会、誕
生日を迎えられた事務室の向井幸子さん（日頃の感謝を込めて）と教授に昇任された野
田教授のお祝いも兼ねました。C6号館前に集合した学生と教員を前に、松本学科長が新
年度を迎えてのあいさつを行い、その後、沼澤さん、向井さん、野田教授のあいさつがあ
りました。続いて、屋内に移動し、お菓子と飲み物で簡単な立食パーティーとなりました。
乾杯の音頭は二年生の松岡君がとり、その後は学生と教員が入り交じった終始賑やかな
場となりました。向井さんと清瀬先生からは、この日のために特別に準備したケーキが皆
に振る舞われました。
　余談ですが、教員が学生だった頃は学科全体（1～4年生、大学院生、教職員）で行う“縦
コン”と呼ばれるものがあり、その中で先輩や先生からいろいろなものを学びました。最
近は学年が違うというだけで交流する機会が少ないですが、これを機に学生同士の交流
も深めて、次は学生が企画した第2回縦コンを期待しています。

　応用バイオ科学科では、教育内容・方法の改善に組織的・恒
常的に取組むFD（ファカルティ・ディベロップメント）の一環とし
て、3月に教員全員で研修会を行いました。応用バイオ科学科の
スタート1年目の総括として、前期・後期各科目の反省および改
善、さらに学科設立の2年目となる平成19年度の取り組みの準
備状況を確認しました。自由討論では小口学長にも参加してい
ただきました。今後も、学生一人ひとりが満足できるよりよい教
育を提供できるよう取り組んでまいります。

新入生を迎えて、
先輩・教員とのB科パーティー

第2回応用バイオ科学科フレッシュマンズ・キャンプ！！
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　冬の寒さと春の訪れを感じる2
～3月中旬のシアトルにおいて、
海外バイオ研修が行われました。
シアトルは、あのイチローのいる
全米でも治安がよい所です。第一
回目の本研修には6名の学生（現
在2年生）が参加しました。「海外
バイオ研修!」は、ワシントン州
立大学にて3週間の英語研修を
行った後、サウスシアトル・コミュ
ニティカレッジにて1週間のバイ
オの実験（もちろん英語で）を行う

実践型の研修です。全期間ホームステイで、徹底的に英語に浸かり英会話や文化を体
得することを主目的としています。学生達が特に熱中していたのが実験です。毎回積極
的に英語で先生とディスカッションする小岩井絵美さんと槙原みなみさん、DNAを慎重
に扱う島内孟紀さん、遺伝子組換えの結果に感動する綿貫岳大さん、難しい免疫反応
実験をスイスイこなす吉井陽水さん、自己遺伝子診断の結果を理解しメンバーに説明
する安屋敷和良さん。最後の解剖実験では、皆がハラハラドキドキしながら教科書から
では学び取ることのできない生命の構造についての理解を深めていました。最終日に

は、お世話になった先生方、また僅
か1ヶ月でしたが我が子同様の愛情
を持って接していただいたホームス
テイ先のホストファミリーを交えて
のお別れパーティーも催され、お別
れで双方涙を見せる一場面も。たっ
た1ヶ月間で見違えるほどたくましく
なった学生たちの顔つきは、いかに
充実した時間を過ごしたかを物語っ
ていました。

実験でのディスカッション

松本学科長を囲んで にぎわうパーティー会場
　4月6日に平成18年度の成績
優秀者の発表が行われました。
一期生で優秀な成績を修めた
森野直孝さん、西牧哲郎さん、
古原秀美さんが表彰され、岡部
学科長補佐より賞状と副賞が
授与されました。

成績優秀者表彰受賞者：左から岡部教授、
西牧哲郎さん、古原秀美さん、森野直孝さん

平成18年度  成績優秀者表彰
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